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天
父が私たちに悔 い改めの福音 を与え

て下さったことを心か ら感謝 してい

ます。悔い改めの福音は，福音の計画の中

心をなす ものです。悔 い改めは，成長する

ための主の律法であ り，進歩するための主

の原則，幸福になるための主の計画であり

ます。罪や過ちを犯して しまっても，心か

ら十分 に悔 い改める者 には赦 しが与えられ

るという主の確かな約束に，ただただ感謝

するばか りで す。

「すべて重荷 を負うて苦労 している者は
，

わたしの もとにきなさい。 あなたがたを休

ませてあげよう」(マ タイ11：28)と 主 は言

っておられ ます。

悔い改めに関しては，聖典の各所で，生

活を改め，主の良き教 えに沿って歩むよう

命 じられていますが， 同時に， そうする者

には赦 しが与えられるという主の約束 も各
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所に述べ られているのです。何とも素晴 ら

しいことではあ りませんか。

神はいつ くしみ深い御方です。できるこ

となら赦しを与えたいと思っておられます。

私たちが完全な者となり， 自分を律する者

となるよう願ってお られるのです。サタン

やそのほかの力に私たちが左右されること

を，主は望んでおられません。天父の戒め

を守ることは， 自分を管理する唯一の道で

あり，この世にあって も永遠にも，喜びと

真理を見いだし，達成感を味わ うことので

きる唯一の道であることに，私たちは気づ

かなければなりません。

このようなわけで，主は，この最後の神

権時代に新 たにこれらの真理を授けて，こ

う言われました。「汝ら今の代の人々に向い

て，悔改めのほか何事を も語るべからず。
い ま しめ

わが誠命を守 りまたわが誠命に従いてわが

業を起すを助けよ。」(教 義 と聖約6：9)
も っ

「これを以て
，汝 らは今の世の人々に悔改

めを叫ばんために召さるるなり.」(教 義 と

聖約18：14)ま た，初期の聖徒たちが ミズ

ー リヘ向かう時に
，主は指導者たちに次の

ように教 えられました。

「彼らは行 く行 く教えを説きて至る所 に

いや

真理の証 をなし，富める者，位高き者，卑
と な

しき者，貧 しき者を訪いて悔改めを為さし

むべし。

世 に住む民悔い改むる心あらば，彼らに

教会を建てさせ よ。」(教 義と聖約58：47-

48)

き ょうこそ私たちの悔 い改めの 日。私 た

ち一人一人が 自分の生活をよく省みて改め

るべき点を見つけ， それを実行する時です。

過ちを犯 してしまった時には，悔 い改め

← 一 一◆ ・◎O… ○ …◎ ・○ ・[一・闇O・rO・昏 一 ◎ 』← 一 …一

悔 い改めの福 音 は，福音 の計

画の中心 をなすものです。悔

い改めは，成長するための主

の律 法であ り，進歩 するため

の主の原則，幸福 になるため

の主の計画 であ ります。

ひ ○[◎ ◎ 令 ◎ 命 ◎一◎ 一◆ ・◎9一 一 …◎ つ ・[一[9

の道 に進まなければなりません。赦 しをも

たらすこの原則に対 して，私たちは 自分な

りの証を持つ必要があるでしょう。 また悔

い改めの原則は， 自らの生活に正 しく応用

するだけにとどまらず他の人々の生活にも

取 り入れるべきものであることを，私たち

一人一人が理解する必要があります。 この

ように，末 日聖徒イエス ・キリス ト教会の

使命は，すべての人々に悔 い改めを促 し，

ひとりで も多くの人が福音に従って生活す

ることの喜 びを味わえるようにすることで

す。 あらゆる国民，あらゆる血族，あらゆ

る国語の民，あらゆる世の人々に向かって，

悔い改めが叫ばれなければならないのです。

罪に染まったこの世 に向かって悔い改め

の声を上げることを，私たちは失礼なこと

だとは思 いません。敵は陰険かつ巧妙です。

敵は，立派な男性女性がある 日突然 に大 き

な罪を犯すようなことはしないことを承知

していますから，徐々に彼らを自分の方に

引っぱ り，真実めか しいことをささやきか
とりこ

けてついには 自分の虜としてしまうのです。

昔あった罪がいまだに存在していること

を心 に留められた主は，改めてこう戒めら

2



一

盟羅麗羅盟鵠盟羅麗羅麗羅盟羅麗羅麗羅盟羅盟羅盟羅

れ ま し た 。
をんし

「汝 ら 人 を 殺 す な か れ 。 … … 」

汝 ら 盗 む な か れ 。 ・… 一

汝 ら偽 りを 言 う な か れ 。 一
かんいん

汝ら姦淫することなかれ。…一

汝ら隣人の悪 口を言いまたこれに害を与

うることなかれ。……

汝らもしわれ を愛すれば，われに仕えわ
い ま しめ

がすべての誠命を守るべきなり。

見よ， 汝ら貧しき者のことを思い起し，

彼らに与えざるべか らざる扶助のために，

・己が財物を神に奉献せよ。

汝のこころの中に高慢あるべからず。…

汝怠惰なることなかれ。・…

汝相愛 して共にこの世に生きよ。……

汝の受けたるところの もの，すなわちわ

が聖典の中にて律法として汝に与えられ
も っ

たる事は，すべか らく取りて以てわが教

会を支配する律法 となすべ し。

この律法に従いて行う者は救われ， これ

に従わざる者 にして もし引きつずき従わ ざ

れば救われざるべし。」(教義 と聖約42：18-

30，4060)

性 的 な罪は今の時代の最もゆゆしい罪で

す。悲しいかな，映画やテ レビ，ポピュラ
と う さ く

一音楽，本，雑誌などは，性の倒錯 を美し

く飾 り立てて表現しているようです。そし

て，「神聖なものなどこの世には存在しない

んだ」「結婚の誓いだって同じさ」といった

考え方を人々の心に吹き込んでいるように

思います。肉欲に・ζ・ける女性が ヒロインと

して当然のことと考 えられ， 肉欲にふける

主人公を毒にも薬にもならない人間だなど

と描いています。イザヤはそのような人た

ちのことをこう言っています。「彼 らは悪を

呼 ん で 善 と い い ， 善 を 呼 ん で 悪 とい い … … 」

(イ ザ ヤ5：20)
き の う 』 き よ う

天父の基本となる教えは，昨日も今 日も

また永遠 に変わ りません。世の中が罪悪一

色に塗 りつぶされようと，主の教会は主の

教えを変えることはないでしょう。

天父が私たちに悔 い改めの賜を与 えて下

さったことは，何 という祝福でしょう。私

たちにとって毎 日が進歩改善の時であるこ

とを認めない者 は，何 と惨めなことでしょ
おきて

う。「しかしながら，これまでに律法を与え

られ，まことにわれわれ と同 じ様にあらゆ

る神 の命令 を受 けていて も，これ らの命令
いたず

に背き，その試しの生涯を徒 らにすごす者
わさわい

は禍なるかな。 その有様は恐ろしいもので

あるからである。」(II二 一フ ァイ9：27)

悔 い改めの過程は， まず罪をはっきりと

認めることか ら始 まります。罪を自覚する

ことで，心や精神が痛み，時には肉体 にさ

え痛みを感じることがあるか もしれません。

そうした 自分 自身を背負って生きていくに

は，罪を犯した人は次のいずれかの道を進

むことにな ります。 まず心に鎮静剤を射っ

て善悪を判断する力を鈍 らせ，感覚を弱め，

罪を犯し続けるという道です。この道を選

んだ人はやがて罪に対して無感覚となり，

ついには悔い改めたいという思いさえなく

してしまいます。 もう一方の道は，罪を深

く悔い，心から悲しんで悔い改め，やがて

赦しを得 るという道です。

悔 い改めない人に赦 しは決して与 えられ

ません。 このことを忘れないで下さい。そ

して悔い改めは，罪の言い訳や正当化をや

めて，素直に 自らの行ないをあるがままに

受け入れられるようになって初めてもたら

聖徒の道/1983年3月 号 3
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されるのです。攻撃的な態度をとったり，

罪の重大さを合理化 したり， あるいは罪の

大きさを軽々しく考 えたりすることなく，

自分が罪を犯したことを素直に認めなけれ

ばなりません。 また自分の犯した罪が実際

ゆゆしいものであ り，その大きさを偽 って

言うことはできないことを心に留めなけれ

ばなりません。 この道を選び，生活を改善

しようとする人は，悔い改めは大変なこと

だと最初は思うで しょう。 しかし，悔 い改

めの結ぶ実を味わ ううちに，この道こそ本

当に自分が望んでいたものであることが分

かってくるのです。

使徒パウロはこう書 いています。「神のみ

こころに添うた悲しみは，悔いのない救 を

得させる悔改めに導き……。」(IIコ リ ント

7：10)自 分 と他 人とをどれだけ傷つけた

か 自覚 し，そしてそのことを深 く悲しむ思

いが心に湧き上がってきた時，私 たちは，

罪の縄 目から解き放ってくれる悔い改めの

道への心の準備ができるのです。

悔い改めの次の段階は，罪を捨てること

です。主は予言者ジョセフ ・ス ミスにこう
いな

言われました。「人罪を悔い改め しや否やは，

見よ，彼は 自らこれを告 白しその罪を捨つ

べければ，その悔い改めたることはこれに

よりて知 るを得べし。」(教義 と聖約58：43)

また主は姦淫の罪を犯 した女の人に向かっ

て，「お帰 りなさい。今後は もう罪を犯さな

いように」(ヨハネ8：11)と 言われました。

祈 りは，悔い改めの どの段 階で も大切な

ものですが，とりわけ罪を捨てるために欠

くことができません。罪と関係ある人たち

や場所， もの，状態などか ら遠 ざかるため

に， しばしば祈 る必要があるでしょう。こ

一 ← 一 噺 ～ 一e登 ◎ ◎・◎噺9

罪 と関係 ある人たちや場所 ，

もの，状態 な どか ら遠 ざか る

ために，しばしば祈 る必 要が

あ るで しょう。

← ～ ◎ ◎ 一 ◎ ・← ◆ ・← 噺 噺 噺 噺 噺 曹

れが基本です。私たちは，悪い環境を良い

環境に置き換えることで，過去の罪 との間

に境界線を引くことができます。

次の段階である罪の告 白は，悔 い改めの

過程できわめて重要なものです。 まず 自分

自身に罪を告 白し，認めてから，真剣に悔

い改めの階段を昇 っていくのです。天父に

も自分の罪を告 白しなければな りません。

特 に性的な罪な どのようにゆゆ しい罪につ

いては，監督 にも告 白する必要があります。r

イノスのように，まず主の下に行 って誠

心誠意祈 ります。 それから，必要があれば

監督のところに行 きます。主は首尾一貫し

た秩序ある計画を持 ってお られ，進歩 と成

長の偉大な律法である悔 い改めの律法に基

づいて，私たちに祝福を与えて下さいます。

教会員 にはすべて，神権 の召 しに よって・

「イスラエルの判事」 として聖任された監

督あるいは支部長が与えられています。 こ

のような事柄 について，監督は私たちにと

って地上 における最高の友 といえるで しょ

う。監督は，私たちの生活 に恵みをもたら

すために主のみたまを受けて働 き，すべて

の事柄の秘密を固く守る人です。

罪を悲しみ，罪を捨て，告 白した次 に来

4



盟羅麗羅麗羅盟羅麗紹麗羅麗紹麗羅糀羅盟羅囎羅麗紹

るのは，償 いの大原則です。損なわれた も

のを，できる限り元の状態にもどす努力を

します。 盗みをしたのであれば，盗んだ も

のを返 します。 うそや悪 口を言って傷つけ

たのであれば，事実が根を下ろすまで，で

きることをすべて行ないます。

殺人がそれほどゆゆしい罪である とされ

る理由のひとつは，奪 った命を元通 りにす

ることができないからで しょう。完全な償

いは不可能です。同 じように，失 った貞操

は元にもどすことができません。 しかし，

心から悔い改めた人であれば， 自分にでき

得る最大限のことをして償 うことです。予

言者エゼキエルはこう教えています。「すな

わちその悪 人が……奪 った物をもどし，命

の定めに歩み，悪を行わないならば，彼は

必ず生きる……」(エ ゼキエル33：15)

最 後の段階は，御父のみこころを行なう

ことです。 これは特に大切です。主は，こ

の末 日に予言者ジョセフ ・スミスに言われ

ました。

「すなわち
，主なるわれは罪を見ていさ

さか もこれを許すを得ざればなり。 さりな

がら，悔い改めて主の誠 命を行 う者は赦さ

れん。」(教 義 と聖約1：31-32)

主 が約束をたがわれることはありません。

「もし汝善を行わんと欲 し誠に終 りまで変

ることなく忠信 ならば，神の王国に救わる

べ し。」(教 義 と聖約6：13)

人 が天父の教 えに一致 した生活を しよう

としている時，善き業 に励むその人の生活

が，悔い改めたことを証明してくれます。

救い主はこう言っておられます。

「あなたがたは
， その実によって彼らを
いばら

見わけるであろう。，茨からぶ どうを， あざ

みからいちじくを集める者があろうか。

良い木が悪い実をならせることはないし，

悪い木が良い実をならせることはできない。

このように， あなたがたはその実によっ

て彼らを見わけるのである。」(マ タイ7：

16，18，20)

必要 であれば，思いや考 え，標準，行 な

いまでも完全に変えて，救い主が下された

務めを果たさなければな りません。主は私

たちにこう言われています。「故に，われま

たは天にまします汝らの父が完全なるごと

く，汝 らもまた完全とな らん ことを。」(m

二 一ファイ12：48)こ の段階では，できる

ことは何でもするように求め られ ます。で

すから， もし什分の一 を納めることを拒ん

だり，出席すべき集会に参加 しなかったり，

安息 日を守 らない，祈 りをしない，その他

の責任を怠る といったことがあるなら， そ

の人は完全 に悔い改めたことにはな りませ

ん，悔い改めの律法のこれら基本的な事柄

に，私たちが どの程度従順に従うか，主は

よく御存 じです。 これこそまさしく神の与

えたもうた進歩と達成の律法です。

このように変わることによって，人にも

っと関心を向けることができるようにな り，

自分の受けている祝福 を人にも味わっても

らいたいと望むようにさえなります。 これ

にっいて主は，私たちが人々を主の下 に連

れて行き，世の人々に向かって熱心に証を

宣べ伝えるなら，私たちの罪はもっと早く

赦されると，いつくしみを込めて語ってお

られます。(教 義 と聖約84：61参 照)

悔 い改めは，喜ば しい愛にあふれた律法

です。 この素晴らしい原則は，この地上に

生を受けた数 多くの天父の子 らに適用され，

聖徒の道/r983年3月 号 5
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一 一 ←噺⇔一 ⇔◆一◎・◎臼

落 胆 した り， 自分 は ふ さわ し

くな い とい う気 持 ち に な った

り した 時 に は ，天 父 に心 を 向

け，助 け を願 う必 要 が あ るで

し ょ う。

一 一 ◎ ◎ ◎ ← ◎・← ◎ 噺 噺 ⇔ ◎ 響

彼らもまた喜びと恵みを得 ることができる

のです。私 たちも行ってそのようにしよう

ではありませんか。幾百万もの聖徒たちが

悔い改めの道に進むことによって平安 を見

いだしています。 また，悔い改めの福音を

ガイ ドとして神のみ言葉に従 って歩み，個

人の進歩を遂げることによって，麗 しく満

ち足りた豊かな人生を送 っています。

しかし，悔い改めない時には，懲 らしめ

が与えられ，祝福 と進歩は拒まれることを，

主は私たちにはっきりと告げておられます。

主は，罪につか っている人を赦すことはで

きない，と教えておられます。主に可能な

のは，捨てた罪の結果から人々を救 うとこ

ろまでです。主はこう明言 しておられます。

「もし彼らわが言を聞かざればわが血彼ら

きよ

を潔めざらん。」(教 義と聖約29：17)今 こ

の場で，主の教 えを受け入れる様々な方法

によく耳を傾けて下 さい。
ゆえ

「この故 に
，汝らの子らに教 えよ，すな

いずこ

わちすべての人は何所にあるもことごとく
しか

悔い改めざるべか らず。 然らざれば彼ら決
つ あた けか

して神の王国を嗣 ぐこと能わず。汚れたる

者は王国に住むこと能わず，すなわち神の

御前に住むこと能わざればな り。」(モ ーセ

6：57)救 い主によってもたらされた偉大

にして驚嘆すべき賄いの力も，私たちの悔

い改めがなければ，十分な効力を発揮でき

ないのです。 このことにつ いて主は誤解が

ないように詳しいところまで， いつくしみ

を込めて しかも単刀直入に述べておられま

す。

「この故 に今われ汝 に命ず
，悔い改めよ。

はなはた

・汝の痛苦甚しからざらんがために悔い
い か

改めよ。 すなわちその痛苦 の如何 に甚しき

かを汝知らず， その如何に強烈なるかを汝
かた

知 らず，また如何に堪 え難きかを汝知らざ

るな り。

見よ，われは神なるに，人もし悔い改む

るならばこの苦 しみを受けざらんがために，

すべての者に代 りてこの苦 しみをわが身に

受けたり。

されど， 人もし悔い改めずば誠にわれと

同じ苦しみを受けざるべか らず。

その苦 しみたるや，われ神，すなわちす

べての中最 も大いなる者なりといえども痛
あな

苦のために身をふるわせ，あらゆる毛の孔

より血を湧かせ，身と霊と両つ ながらを苦

しめ……
は

然はあれ ども，父なる神は讃むべきかな。

さればわれはこの苦 しみをなめ，人の子ら
ため ととのえ な

の為 に準備を為 し終 りた り。」(教 義 と聖約

19：15-19)

主が 私たちのために準備 をなし終えられ

たとは，何 とも喜ばしきことではないで し

ょうか。今は私 たちが 自分のために準備を

な し終える時です。主の愛にあふれた赦 し

を受 けることによって，その準備を終えよ

うではあ りませんか。主は心から悔い改め

6



麗羅盟羅盟紹盟羅麗羅麗羅麗羅麗羅盟羅盟羅囎羅麗羅

るすべての人にそのような赦 しを与えよう

としておられ ます。

落胆した り， 自分はふさわしくないとい

う気持ちになった りした時には，天父に心

を向け，助けを願う必要があるでしょう。

主はきっと力を貸して下 さいます。約束を

破ることはないと，主は私たちにはっき り

告げておられます。ですか ら，みたまの励

ましがある限 り，そこには希望があります。

しかし，「これでいいのだ」 とか 「自分は違

う」 「神が この道を押 しつけた」「親や教育

のせいだ」な どと言うようになると，私た

ちと神 との関係は悲劇的な方へとどんどん

進んでしまいます。

熱心 に天父の助けを求めて，悔 い改めの

…顯 箋 騨

耀灘慰轍灘灘灘麟
騒1垂 難

雛繋覇i醜 罐 ・ 蕪 藤

欝 講懸 鱗麟灘顯 騨 遜 灘 翻講
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繋雛難麟辮灘嚢難 麟灘鐵纏欝難
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階段をのぽるなら，そこにこの世から永遠

にわたる平安 と喜びを見いだすことでしょ

う。

悔い改めの平安 と赦しの喜びを自分で味

わい， さらにその方法を人々に知 らせるこ

とは，私たちに与えられ た素晴 らしい特権

です。 ひとたびその平安 を見いだした私た

ちは，それについて証 し， どうしたら手に

入れ ることができるかを，人々に教えられ

るようにならなければな りません。 これを，

堪忍と柔和の心，万人に対する純粋 なキリ

ス トの愛をもって行 なうのです。 これこそ，

末 日聖徒 である私たちの召しであ り，大き

な喜 びと祝福の源なのです。

毒 雛

、塞騨 灘 轟羅轟轟鑛
繋鰯鞭辮羅轟 鰻響 灘 灘鰹羅
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顯麹灘蕪 雛灘

鷺 難離 畿攣纏鱗欝麩 蘂灘購雛鐘壌
段灘灘灘蔭灘難 灘羅難鑛謙鐡灘灘藝

翻獲雛嚢馨叢羅灘蘇

礁講灘織蟻羅難纏騨鍾顯鰹

鱗 　騒 灘 罐灘 隷繋灘i購 繋難糞驚 一

懸灘鰻縫盤鷺籔曝灘繍難灘鞍難麟 鐡

馨 騨 麹 蓑 難 灘舞 難 譲 懸

離 鍵繕騒鰯 購讐礁 醸 搬
麟鵜 羅i馨灘 雛

麟灘灘羅難羅 難
7



私
の机の上には手作 りの，少 し形がく

ずれた小さな粘土細工の羊が置かれ

ています。 その羊は，毎 日をいか に生 きる

かを，はっきりと私に教えてくれ るもので

す。

1971年 か ら1972年 にかけて，私はアメリ

カ空軍の大 きな訓練セ ンターに駐留してい

ました。そこの住民の大半は， いつ も孤独

で，時には情緒不安定 になる独身の成人たち

でした。 そこで彼らの要求を満たすべく，妻

のキャスリーンと私は週に一度私 たちの家

で特別な家庭の夕べを開 くことにしま した。

毎週 日曜日の夜は60人 か ら70人 の若者たち

で居間が一杯になりました。彼らの 多くは

生活にしっかりした基盤がなく，欲求不満

に陥っていました。彼らは私 たちの子供 と

遊び，互いに話 し，少し安 らいだ気持 ちに

なっていたようです。私たちは リフレッシ

ュメントを準備 し，一緒に歌 ったりゲーム

をしたり，時には真剣に討論 したりしまし

た。この家庭の夕べではただ，自分が価値の

ある人物であること， また自分には安 らぎ

を得る場所があることを彼らに知 って欲 し

かっただけなのです。

このような家庭の夕べを始めて数カ月が

過 ぎた頃，私 と妻は少 し変わった活動 を

試 み るこ とに しま した。 ある晩私 たちは

この若い友 人たちに，生活の中で家庭の夕

べの持つ意味を表現 して くれるように頼み

ました。私たちはク レヨン，紙，はさみ，

鉛筆，粘土，おもちゃ，その他いろんなも

のを準備 して， 自分を表現するのに一番適

当だと思うものを選んで もらうようにしま

した。 それか ら約45分 間， 彼らの好きなよ

うに取 り組ん零 もらったのです。
うず

それか ら後は，笑いの渦が起こった り，
ま じ め

楽 しかった思い出にふけったり，真面 目に

鑛臨

、・』艶轟

熱

難

護

冠等 認

』、暇
置 「

転

8



…

{

それぞれの批評をしたりして， とても楽 し

い夜を過ごしました。みんなが順番に詩を

読んだり，絵を見せたり，スケッチを描い

たりしました。気の張らない仲間を聞き手

にしてスピーチをするだけの人もいました。

しか し中にとても変わった若者がふたり

いました。ひとりは大声でばか騒ぎを始め

る，かなりの鼻つまみ者でした。彼は数学

の専門用語を使 った， とても神経質な感じ

のする詩を書きました。'彼以外にその詩を

理解できる人はいませんでしたが，私 たち

は彼に自分を自由に表現できる場 を与え，

そうするように仕向けました。その結果彼は

安 心し，心 を許 すようになりました。何 カ月

も後になって知ったのですが，その晩のこ

とは彼に自殺 をやめさせるきっかけとなっ

たらしいのです。 彼はそれまでひ どく落ち

込んでいましたが，あの晩のことが初めて

人生に価値を見いだす経験 となったのです。

彼が 「あ りがとう」 を言うためにわざわざ

トルコから長距離電話をかけてきた時，私

たちは彼の気持ちに気づきました。 ともか

く，私 たちの払った犠牲は報いを受けたの

です。

もうひとりの青年ジ ョンはとにか く無 口

でした。家庭の夕べにはやって来るのです

が，いつ も隅に座 ったきり一言 もしゃべり

ませんでした。だれかが話 しかけても，答

えようとしませんでした。 またキャスリー

ンと私が週 日に家に招待 しても，来たため

しがあ りませんでした。私たちはジ ョンに

自分 自身を表現させ， 自分の価値を分から

せようとあらゆる手を尽くしました。けれ

ども彼は応 えませんで した。ジ ョンは他の

人々とのかかわりを完全に断ち切ろうという

様子だったので，私たちは特に気 になって

いたのです。けれ ども， どうやって ジョン

聖徒 の道/1983年3月 号

に近づいたらよいか見当がつきませんでし

た。 また人の価値が社交性の有無によって

決 まるのではないことや，彼が世 に示せる

のは空軍で得た地位だけではないことを彼

にどのように理解 させるべきかまったく分

かりませんでした。しかしこの特別な家庭の

夕べの活動で，ジョンはあまり心配する必要

がないことを私たちに示して くれたのです。

ジョンは粘 土を取り，居間の隅っこへ行

きました。彼はその家庭の夕べの間，まる

で隠れるようにしてひとり黙々と，粘土で

何かこしらえていました。 そして，他の人

たちが自分の作品を発表 していう間，時々

笑顔 も見せていたのです。彼は普段感情を

絶対に表に出さず，いつ もおし黙ったまま

でした。そこで，私たちはみんなの発表が

終わった後で， ジョンに自分の作品を発表

するように一生懸命頼みました。

喜ば しい驚きが私たちを訪れました。彼

は立ち上が り，こ.う言ったのです。「聖書に

は迷い出た羊のた とえ話があ ります。話に

は，羊飼いがこの迷い出た羊のことをとて

も心配 していたか ら，他の羊を残 しておい

て，捜 しに行ったとあります。この迷い出

た羊は僕のようなものだと思います。そし

て皆さんが僕を捜 してくれたんです。僕は

この小さな粘土の羊を感謝の印として皆さ

んに差し上げたいと思います。」

それから彼は座りました。 だれも一言も

口をききませんでした。 その場に涙を浮か

べずにいられた人があったかどうかは私の

疑うところです。

天のお父様の羊を養うこと以上 に素晴ら

しい一 日の過 ごし方があるでしょうか。 だ

からほのかな思 い出のよすがとして，私は

ジョンの羊 をいつ も机の上 に置いておくの

です。
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「僕 たち，うまくや っていけるんだろ
■

ド

うかね。」こう夫が切 り出しました。

結婚7カ 月，妊娠半年の私 は，ベ ッ ドの

上 にうず くまっていました。涙がほおを伝

わ り，夜着をぬ らしていました。一体 なん

と答えたらよいのでしょう。

非教会貝の ジムは合衆国海軍駆逐艦 に乗

船する中尉で，1週 間おきにカリフォルニア，

サンデ ィエゴ港から出帆していました。 ジ

ムは仕事 を愛し，仲間を愛 し，愛する妻の

待つ我が家 に帰 ってくるのを何 よりも楽し

みにしていました。 ところが私は惨 めな有

様でした。1週 間おきに孤独を味わい，見

ず知 らずの町には友達 も家族 もなく， その

上， 当時不活発だ った私には教会 との接触

は まったくあ りませんでした。私はたびた

び陰うつな気分に陥っていました。おまけ

に，つわ りや吐き気， 日増 しに大 きくなっ

てゆくお腹 はそうした私の心にますます拍

車 をかけるばか りで，私は自分をどうする

こともできませんで した。

海上任務 の週が明けると，いつで ものん

きなジムは，満ち足 りて満面喜悦 の妻が出

迎 えてくれるとばか り期待 して家 に帰って

くるのが常 でした。 ところが幾 日も幾 日も

独 り留守居を務めた後の私には とても明る

く振る舞 うことはできなかったのです。私

たちの小さな借家はあんたんとした気分 に
さい ぎ しん

包まれていました。私は様々な猜疑心に悩一

まされていました。私はジムを本当に愛し

ているのか しら。彼は私が何 を必要 として

いるか， どういう気持 ちでいるのか分から

ないみたいだわ。 これが世間で言う結婚 の

幸福 というものなのか しら 等々。私 た

ちふた りは以前 にもこのことについて話し

合おうとしてはきたのですが， そのたびに

表面的な食い違 いの解決だけに終始 してし



まい，問題の核心 にまで触れたことは一度

もあ りませんでした。

ふたりはベ ッドの上 に向かい合 って腰を

下ろしていました。私たちの結婚生活は深

刻な危機を迎えていたのです。果たして何

をすればいいのか。離婚 ……， ふとその言

葉が脳裏 をかすめました。 それが、ζ・たりの

望んでいることなので しょうか。そこには

致命的で，永久に取 り返しのつかないよう

な響 きがあって，ふた りとも思わずぞっと

尻込みせずにはい られませんでした。 とは

いえ一体 この事態， どう変えられるという

のでしよう。

双方 とも口をつ ぐんだまま，一心 に考え

込んでいました。 ややあってからジムが顔

を上げ，口を開きました。「ジュデ ィス。僕

たちの問題は利己心のせいじゃないか と思

うんだ。 どうだろう，真剣に努力 してある

実験をしてみる気 はないかい。これから30

日間，僕は君 と君 の必要 としていることだ

けを考えるから，君は僕 と僕の必要 として

いることだけを考 える。 もしその期間が過

ぎる頃 になって もふた りの結婚 が今と変わ

らなければ，その時は……， その時はまた

別の方法を考えよう。」

私 はうなずいてみせました。幸福になり

たかったのです。 いいえ，幸福に飢えてさ

えいました。

「だけど
，気を付けなければいけないこ

とがひ とつある。」 ジムの警告です。「自分

の して欲 しいことを基準に考えて相手の行

動 を頭から決めてかか らないことさ。、ζ・た

りとも，望んでいることが受け取ることと

見合わなければ，がっか りしてしまうだろ

う。だから，お互いに相手のために自分 に

何ができるのか，その ことだけを考 えるよ

うにしなければいけない。」

翌 日の朝， はれぼったい目をして吐き気

と戦いなが ら，私はベ ッドからそっと抜け

出しました。 ジムはボリュームのある温か

い朝食が大好きなのです。私 としては朝食

は軽 く済 ませてまたベ ッドにもぐり込みた

か ったのですが，それでもやはり夫のため

に豪華な食事 を準備 しました。 ジムはにお
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いをかぎつけて，顔 をほころばせながら台

所 に入ってきました。ああ，これで食後の

睡眠はお預 け。私は相変わらず毎朝吐 き気

と戦いながら，朝食に特別料理 を準備 しま

した。

「ねえ
， ジュディス。食卓に どんなおい
ち そう

しいご馳走が待 っているのか知 りたくて朝

はとてもじっと寝てなんかいられないよ」

とジム。「君は素晴 らしい料理の腕があるん

だね。僕は大満足だよ。」この言葉 に励 まさ

れて，私の作る朝食は 日を追?て 良 くなっ

ていくと同時 に，私は増々やる気が募って

きました。

次の大 きな変化は， ジムが長期 の任務で

海上 にあったその週 に起 きました。私は毎

日のように散歩に出かけ，地元で店 を開い

ている食料品屋の主人やその奥さんと親し

くなりました。精神 を高揚させ る書物や音
じ ニ れん

楽に没頭 して，沈みがちなあらゆる自己憐
びん

欄の思いを心の中か ら締め出すようにしま

した。金曜 日には十分時間をかけて周到に

《■レー一 一 ◆一 ◎・
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愚議麟業
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準備 を整えなければなりません。 いよいよ

帰宅 の時刻 になると，楽天家の ジムは愛す

る妻が玄関か ら駆け出してきて腕の中に飛

び込んで来るのを夢に描いていることを私

は承知 していましたから 駆け出しまし

た。そしてジムを家の中に導き入れ，入念

に準備 した食卓に彼を着かせたのです。再

びロマンスが花を咲かせ ました。

別のある晩， ジムがこんなことを言いま

した。 「映画でも見に行きたくなったなあ。

君は どう?」 実のところ1そ の時私 は疲れ

ていて早々に床に就 くつ もりでいたのです。

しか し，あの時の約束を思い出した私は，

ためらうことなくさっと外出用のコー トを

羽織 りました。おそらく一番難 しい部分 は，

「したくないと思うことでもそんな素ぶ り

は見せずに行なう」 ということでしょう。

その鍵は態度にあることを私は知 りました。

ふたりともお互 いに相手を喜ばせたいとい

う心か らの望 みがあれば， そのための苦労

など取るに足らないもの となるのです。

もちろん，必ず しも私ひとりで結婚生活

のすべてを変えた訳ではありません。 ジム

も果 たすべき 自分の分を守 りました。彼は，

私が最 も必要 としていることをして くれま

した。一番 うれしかったのは，ジムが特別

私に払 ってくれたその心遣 いでした。私が

手足や背中の痛 む時に今まで5分 間だけ し

て もらっていたマッサー ジを，!時 間もし

てくれるようになり， そのお陰で私は体ば

か りでな く神経の方 もだいぶ休まりました。

また，今まで以上 に会話の時間や休養の機

会を増や して くれました。例 えば週末には

狭い部屋の中から明るい陽ざしの中へ私 を

引っぱり出そうと，浜辺へ連れて行 ってく

れ ました。.ζ・た り公園でアーチ ェリーを楽

しんだり， ピクニックに出かけたりしたこ



ともあ りました。 それにジムは私が感 じた

ことや経験したことに一層注意深く耳を傾

けて くれて，.私がいかにたやす く自信をそ

がれてしまうか気づきました。そして， こ

の約束の期間にこちらの良い点を指摘 して

は，私 の自信 を支えてくれたのです。

夫のジムは23歳 の若 さで，100人 もの乗

組員を指揮していました。彼 らは皆，夫 に

向か って敬礼 し， 日々その命令に従 って行

動 しています。時折，ジムは無意識のうち

に私にも同じ行動 を求めているのではない

かと思われたこともあ りました。でも幸 い，

30日 にわたる約束の期間に夫 の態度 にあっ

た荒々しい部分は姿 を消 して，2週 間 もし

ないうちに，私は彼の優 しさと敬意 と愛を

感 じるようになっていました。

私たちの交わ した 「堅 い」約束 というの

は，絶えず相手の必要 としていることを自

分 の思いの底 に留めておくということでし

た。つまり， 「私 は彼(ま たは彼女)の た

めに何ができるだろうか?ど のようにして

思いや りが示せるだろうか?」 と日々 自問

してみる ことなのです。 また， 「こうして

よ!」 とか，「私の方は どうなるの?」 とか

「なぜ彼(ま たは彼女)は …… しないのか

しら」といった気持 ちをふた りの間から文

字通 り取 り除いてしまうことなのです。

私たちの結婚生活で最初に変化したもの

はお互いの態度でした。 そしてその変化は

自分 を忘れて奉仕するという真実の原則 に

基づいたものでした。ふたりの行ないは，

この原則に対するお互いの理解度や受け入

れる度合 に従 って変わっていったのです。

お互 いに相手 を喜ばせるために代価 を支払

っていくうちに真実の愛が育 ち始めていた

ことに気 づいたのです。 そのために私たち

の行 なったことと言えば，受 けるのではな

く与 え，無作法をするのではなく親切 にし，

自分の喜びを求めるのではなく相手 を喜ば

せたいという望みを持つことだけでした。

ある年輩の友人が，その約1年 後 に，私

たちのこのや り方に彼独特の知恵を付け加

えてくれ ました。「結婚 というものを，口の

明いた空のつぽだ と考えてごらんなさい。

親切な行 ないのあるたびにひ とさ じの砂糖

が注がれ，逆 に利己的な振る舞いのあるた

咽■レー・欄■卜'引咽Dr』◎ 一◎ 一 ◎ ◎ ◎ ◎ ・{■レー一唱■困 ■レー司■レー噸 一一 ◎ 醐■レー一 一
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びに減 っていく。年の終わ りに，つぽは空

になっているだろうか。そ れともあ.ζ・れ出

る程になっているだろうか。結婚生活は苦

苦 しいものとなっているだろうか。それ と

も魅力的なものとなっているだろうか。」

利己的でない，思いや りに満ちた態度を

身につけるのは容易なことではありません

でした。それ どころか，絶 えず努 力してい

かなければならないのです。結婚生活を脅

かすような徴候はす ぐに見分けることがで

きました。 それから後も私 たちは，時折 も

う一度あの堅い約束を思い起 こして，ふた

りの行ないを変えていかねばならないこと

もありました。

結婚 して6年 目に，私は福音が真実であ

ることを確信するに至 りました。それ に夫

のジムが教会の教ネを聞き，宣教師の訪問

を許すようになりました。 それには， お互

いに相手に仕え，相手を喜ばせようとした

以前のふたりの努力が少なか らぬ動機 の一

部となっていることは否めません。私 は再

び教会に活発に通 うようになり， ジムもバ

プテスマを受けました。そして1年 後，ふ

たりは神殿で結び固めを受けました。

続 く6年 間は飛ぶように過 ぎていきまし

た。私たちの結婚生活は福音の原則 を基と

し， これを応用させながら絶 えず向上を続

けていきました。

そんなある晩，ジムはインスティテユー ト

から家に帰 って くるな り，教室で覚 えてき

た幾つかの言葉 について私に質問 してきま

した。「この意味を君は知 っているかい?」

そう言って言葉 を並べ挙げるのですが，私

にはさっぱり分か りません。

「全然分からないわ。」
い けい

私たちは話 し合いながら，畏敬 というか

恐ろしくさえ感じたのです が，自分たちが信
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仰 していると公言 していたこの福音を実は

よく理解していなかったのではないだろう

か，表面的 な知識 しか得ていなか ったので

はないだろうか， という疑問が生 じてきた

のです。

さっそく私たちは集 中的な学習に取 り掛

かりました。信仰，バプテズマ，悔い改め，

聖霊について理解するために， もう一度初

めに戻って学び直すことにしました。夫婦

で一緒に勉強をするというはっき りとした

目的を持 って週 日か週末の休暇 を選び，静

かな場所へ行 きました。ふた りはそこで心

を落ち着けて研究し，祈 り，熟考しました。

規則に規則を加えると同様，私たちは短
じ じつ

時 日の うちに急速に成長 し，理解力を身に

つけることができました。 この時行なった

努力もやはり，利己心 を捨て，時にはほか

のいろいろな関心を も捨て去って，互 いに

そろって進歩成長 し， 自分 の学 び取ったも

のを家族 と共に分かち合うことでした。故

意に歩調を乱せば，そのために家族全員の

進歩が遅れてしまうのですか ら，夫婦 どち

らもそんな責めを受けたくありませんでし

た。

現在，福 音の勉強と奉仕は，相変わらず我

が家の活動 の中心であ り，かけがえのない

特権でもあ ります。振 り返 ってみると，私

たちの最初の成功 は今では小さなものに見

えます。 しか し，あの冬の夜更けに，絶望

し，何かを求めていた新婚夫婦 に注がれた

一条の光 に
，私たちはこれからも感謝 し続

けるで しょう。福音は，「利 己心 を捨 てた奉

仕」 というものが永遠 に続く結婚のために

天父が定めた もうた原則の本質を成すこと

を， もう一度 しっか りと私 たちの心 に刻み

つけてくれ たのです。



七十人第一定員会会員

ヒュー ・W・ ピ ノ ッ ク

私
が17歳 の時でした。当然のことなの

ですが，私が悪いことをしたことで，

父は私を非難し始めたのです。思いがけな
し っ せ き

い父の叱責に，私 は気 も動転 して父の方を

向き，このようなことを言いました。「パパ，

やめてよ，そんなこと言うの。 こんなこと

したの十代になって初めてなんだから。」

すると父は，実にユーモアたっぷりにこ

う言ったのです。「ヒュー，私だって親 にな

って初めてのことだよ。」

父は気づかなかったかもしれませんが，

この経験は私 にとって大きな教訓とな りま

した。十代の青年 として，私は自分の親に

対して責任を持 っていました し，親が 自分

のことを忍耐し理解 もしてくれるもの と思

っていたので， 自分 も親のことを忍耐 しな

ければならなかったのです。

その生涯を通して， イエス ・キ リス トは
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ご自身と天父との関係に触れられました。

弟子 たちにこう教えておられます。「わたし

が天か ら下 ってきたのは， 自分 のこころの

ままを行うためではなく，わたしをつかわ

されたかたのみこころを行 うためである。」

(ヨ ハネ6138)ま た，交わ りを持 たれた

人々に対してよくこのように注意され まし

た。「あなたの父と母を敬え。 これは，あな

たの神，主が賜わる地で， あなたが長く生

きるためである。」(出 エジプ ト20：12)こ

の戒めは，歴史か ら見て宗教が形成された

頃から存在しました。救い主は古代イスラ

エルの民に語 られただけでなく，「先生，永

遠の生命を得るためには， どんなよいこと

をしたらいいで しょうか」(マ タイ19：19)

と尋 ねてきた人にも，同じことを言ってお

られ ます。救い主が繰 り返し言われた戒め

の中に，このような言葉があります。「父と

母 とを敬 え』。 また 『自分 を愛す るように，

あなたの隣り人を愛せよ』。」(マタイ19：19)

どうか戒めを友 として下さい。それ も，ひ

.とつの権利 としてそうして下 さい。

救 い主が私 たちにこの世の父 と母 を敬 う

ように教 えられたのは，私たちが地上の両

親か ら受 けるものに主 として依存す るよう

になることを御存じだったからです。救 い

主はまた，親も含めて私 たちすべての者、に，

「幼 な子のようになりな冷い」(マ タイ18：

3参 照)， 「天国はこのような者の国である」

(マ タイ19：14)と 教 えられました。救い

主は両親に対 して， 完全な清 らかさ と純真

さを育むように，そして偽 りやずるさのま

ったくないこと，その他だれ もが赤ん坊 と
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してこの世に生 まれた時には持 っているキ

リス ト的な徳を，一層高めるように期待 し

ておられるのだと思 います。

人の属性の多くは直接親から伝わります。

父親と母親が， イエス ・キリス トの福音に

忠実である強みを教え，それを誠実に実践

するならば，子供たちは普通その教 えを受

け入れ，教 えに従うことによ，って親の模範

に応じる ものなのです。

私 の若い友人に， 父親が監督をしている

人がいました。 その友人は， 自分の父親が

監督でなかったら，聖餐会でも家族一緒に

座れるし，家で家族ともっと多くの時間を

過 ごせるのにとよくこぼ していました。し

かし，時を経るにつれて，友人はその考え

を変えていきました。彼は父親を尊敬する

ようになったのです。 それは，父親が監督

としての責任 をよく果たしたことによって，

家族がいろいろな点で実 に多くのものを学

び，また貴重な霊的経験 を共にすることが

できたか らです。 父親が監督でなくてもっ

と多くの時間家族 と共に過 ごしていたとし

たら，このような経験は得 られなか ったこ

とでしょう。 その息子は父親と父親の教会

の召しを尊んだのです。 その素晴らしい父

親の思い出を尊、ζミように。

親 も時々間違 ったことをすることがあり

ます。それを口実 にして，「どうして悪いこ

とをしている親 を敬 うことができるのか」

と言っている人はいないでしょうか。 もち

ろんこの答えは救い主の言葉の中にありま

す。救い主はこう言われました。「わたしは

七たびまでとは言わない。七たびを七十倍
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●両親を敬いなさい

するまでにしなさい。」(マ タイ18：22)私

たちにもこれと同じ責任があ ります。 自分

が親や他の人々に赦 しを期待するように，

親の間違いも赦さなければな りません。

ある十代の私の友 人が，父親 と激しい言

い争いをしました。そして，取 り乱した父

親は部屋を出て，2階 に通 じる階段 を昇っ

ている途中，心臓発作を起こして亡 くなっ

てしまったのです。私の友人は，父親を敬

っておけばよかった，あんな怒 りに触れる

ような物の言い方をしなければ よか ったと，

何度も悔やんでいました。

高校からユタ大学在学中にかけて，私は

バーバラ ・ベンソンほか，エズラ・タフ ト・

ベ ンソン会長 ご夫妻の令息、，令嬢の方々と

知 り合う機会がありました。バーバラやボ

ニー，マーク，ベスと話 していて，私はベ

ンソン家の子供たちが両親に深い尊敬の念

を抱いていることに感銘を受けました。あ

る時バーバラはこう言いました。「私の両親

を敬 うのはとっても簡単よ。なぜ って父も

母も私たちをとても尊敬 してくれているの

です もの。」『

数カ月前にな りますが，非常に優れたプ

レーヤーのひとりと話 をしました。そのた ・

くましい青年はたった今，フ ットボールの

試合できわだって優れたプ レーを見せて く

れたばか りで した。後で彼になぜあのよう

なプ レーができるのか尋ねたところ， こん

な答えが返 ってきました。「もちろん，両親

が見ているからですよ。」彼は，フ ッ トボー

ルの試合で特別な努力を払 うことによって

親を尊んでいたのです。

しばらく前，ある両親と話し合っていた

ところ，母親が， うちの子供 たちは帰宅が

28

夜遅 くて も心配しないと言いました。 その

理由を尋ねると，彼女はこう答えて くれ ま

した。「うちの子供たちは遅 くなる時は電話

を入れてくれるんです。ですからいつ も子

供たちがどこにいて，何をしているか分か

るんですよ。」彼女の子供たちも彼女 を敬っ

ていたのです。

非常に難 しい決断を求められた女子大学

生がいました。彼女 は両親の気持ちをこと

のほか気にする人だったので，両親に助言

を求めました。そして，両親の意見を注意

して聞いた後，彼女はその後の人生に影響

を及ぽすような当を得た決断を下 したとい

うことです。彼女もまた両親を敬ったこと

になります。

「敬うJと いう言葉は
，優しい言葉であ

り，特別な尊敬を払 う，感謝や賛辞 を捧げ

るという意味です。 また，辛抱強く思いや

りをもって与えられた教 えに応えるという

意味でもあ ります。子供の私たちが父親と

母親を敬 うならば，家族の一人一人がもっ

と幸福 になれるのではないでしょうか。ア

ブラハム・リンカーンのよく引用される言葉

に，「私が現在あるのは，あるいはか くあり

たいと願うのはすべて，天使の1ような母の

お陰である」 という言葉がありますが，教

会の十代の若者たちが全員心か らこのよう

に言うことができたらと思います。皆さん

が現在あるのは，あるいはこうありたいと

思うのは，皆さんの両親や皆さんの親代わ

りをして下 さっている人々の忍耐 と，励ま

しの言葉と，行動 に負うところが多いのです。

皆さんのためを思って して下さるすべて

のことに感謝することによって， どうか毎

日お父さん，お母さんを敬 って下さい。
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ペ テロの第一の手紙を開くと1私 たち
がどんな人物 になるべきかを説いた

ひとつの偉大な聖 句が 目に入 ります。私に

は， この聖句が特に若人の皆さんのことを

言っているのだと思 えてなりません。 こう

あ ります。「しか し，あなたがたは，選ばれ

た種族，王国の神権者，聖なる国民，特異

な民である。 それによって，暗やみか ら驚

くべ きみ光 に招 き入れて下さったかたのみ

わざを，あなたがたが語 り伝 えるためであ

る。」(1ペ テロ2：9)

私 には，末 日聖徒の若人の皆 さんが全員，

自分 に何が求められているのかを理解 して

おられるか どうか分か りません。 しかし，

私 たちは選ばれた種族です。福音が回復さ

れたことを知 り，しか もイエス ・キ リス ト

の福音の原則に厳密 に従 った生活をすると

いうことで，世から選び抜かれたのです。

そして祝福を受けて，福音の儀式によりこ

の地上で他の人と結び固められ る時，私た

ちは王国の神権者となるのです。
なんじ

「われ汝を大いなる国民 となし
，汝を限

りなく恵み，汝の名をすべての国民の中に

大いならしめ，汝は汝の末の子孫にとり祝

福の基 となりて，汝の子孫 は万国の民にこ

の導 きと教 えを施す職 と神権 とを携 えて行

かん。」(ア ブラハム2：9)

私 た ちは，私 たちに授けられたこの祝福

により，聖なる国民とな ります。今 までの

ことを振 り返ってみて下さい。 まず私たち

は生 まれてす ぐ，長老(父 親)か ら命名の

儀式 を受 けました。 そして後に教会でバプ

テスマと確認の儀式を受け，それから適切

な時期に， 自分 の進むべき道を示 してくれ

る祝福師の祝福 も受 けました。若い兄弟た

ちはアロン神権 を受 け，そして後にはより

高い神権であるメルケゼデク神権を受ける

ことにな ります。女性の皆 さんは，家庭や

ワー ド部において， また結婚生活舶神殿の

儀式 を通して，神権 の祝福 を受 けます。・ま

た，すべての教会員は，父親からの祝福や
いや

癒 しの儀式 などを通して，特別 な祝福を受

けることができま一す。 このようにして，私

たちは 「聖 なる国民」 となるのです。
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<田r堅 物」だつていいじゃないカ・

ペテロの説明で最後にくるのが，特異な

民 という言葉です。 この言葉が 「変わ って

いる」 という意味だと言ったら，理解でき

ない 人も出て くるでしょう。「変わってい

る」 という言葉は，必ずしも良い意味では

使われませんが，要 は，他の人とは違 って

いるということなのです。人がよく私たち

のことを 「堅物」 と言 うのはそのためです。

で も，「堅物」も悪いとばか りは言えませ

ん。私は何度 もそのことを経験しました。

第二次世界大戦の時，私は空軍にいました。

そして戦地に派遣されなかった4年 間は仲

間と寝食を共 にしましたが， その仲間で教

会員はほとん どいませんでした。私はその

間飛行機の操縦法を教わ り，やがては教官

になりましたが， まったく楽 しいの一語 に

尽きる経験でした。仲問の若 い連中はみん

ないい人で，互いに冗談 を言い合った りす

る時など，.末 日聖徒であることに引け目を

感 じたことは一度 もあ りませんでした。事

実，生活態度 こそ違 え，彼 らは私のことを

尊敬 してくれていました。

私が兵役についたのは伝道から帰ってか

らのことです。仲間は私が伝道 に出たこと

を知っていました。 ですか ら，彼 らにとっ

て私は 「牧師」で した。 テン トでテネシー

出身の若い兵士 と隣合わせで寝ていた時の

ことです。 この青年 はいつも不思議 そうな

まなざしで私を見ていました。何か悩みで

もあるのかと尋ねると，彼は こう答えまし

た。「信じられないんです。子供の頃から，
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牧師様はとて も偉い方でまともに口をきく

こともできないと思 っていました。 でも，

今ごうして同 じテントで隣合わせに寝てい

るんですか らね。」

さて私 の仲間は，私たち末 日聖徒 が良い

と思わないことをしていました。 タバコを
ばうとく

吸ったり酒を飲んだ り，また神を冒濱 した

り不道徳な行ないをした りです。彼 らには，

神が 自分に何を期待 しているかなどという

ことはどうで もよいことだったのです。 し

かし緊迫 した状況下に置かれ ると，彼らの

態度は一変しました。 あるひとりの若い兵

士の ことですが，彼は，かつて宣教師であ

った私の生活態度に対して，特にとりたて

て心を動かされたというふうではありませ

んで した。その彼が飛行予備審査を受ける

ことになったのです。この予備審査 は， い

わゆる 「.ζ・るい分け」の審査 で，これに落

ちれば合衆国空軍で操縦かんを握ることは

不可能になります。彼は沈痛な面持 ちで，

目に涙をためながらこう言いました。「ビル，

お願 いだか ら僕のために祈 ってくれない?

ぜ ひそうして欲 しいんだ。」

またある日控 え室で，私たち5人 が教官

か ら説明を受けていた時のことです。 その

時教官はタバコを吸っていたのですが，黒

板を使 って説明をするのにそのタバコが邪

魔になり，座 っていた私に手渡しました。

火のついたタバコを手 にする 「特権」に浴

したのは， それが最初で した。

黒板 を使 った説明を終えると，教官は私



の手からタバコを取 ってこう言 いました。

「バンガーター君
， タバコを持 って もらっ

てすまなかった。君 はタバコは吸わなかっ

たんだね。」

私が 「ええ」 と答 えると，教官はこう聞

いてきました。「酒 も飲まないのだろう。」

「ええ
，飲みません。」

彼はまた尋ね ました。 「お茶 は飲む のか

ね。」「いいえ。」そう答えると今度はコー ヒ

ーは飲むか と尋ねました。 そして，飲まな

いという私の返事を聞くと，彼はほかの4

人の方を向いてこう言ったのです。 「諸君，

これが知 恵の言葉 と呼ばれるものだ。 これ

を守ればだれでも皆 もっと健康 になれる。」

この経験を通 して私がどれほ ど心 を高揚さ

れたか，お分かりで しょう。

飛行中隊の司令官 と同乗した時のことで

す。 その時，私 は23歳 で司令官は40歳 位で

した。彼は言葉 も行ないも実 に立派な人で

した。 ところが，着陸して駐機場 に飛行機

を移動 させる途中で，別の飛行機がそばを

通 り過 ぎていきました。司令官にはそのや

り方が気に入らなか ったらしく，相手のパ

イロットに目をやると，吐き捨てるように

こう言いました。「ありゃ，一体何を考えて

操縦 してるんだ。」そしてのろいの言葉が彼
と

の口からもれ ました。 ところが飛行機を駐

めて外に出ると，彼はこう言ったのです。

「バ ンガーター君，あのような言葉 を口に

出してすまなかった。同乗者が君だという

ことを忘れていたよ。」
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もちろん私は，人か ら特別な目で見られ

ていることは分かっていました。ある人は

得体 の知れない奴だと思っていたことでし

ょう。 しかし付 き合いのあった人は，私の

生き方 に対 してたびたび敬意を表 してくれ

ました。 ですから，神殿のガーメントを脱

いだ り，末 日聖徒であることを弁解 したり

して標準を下げるようなことは，まったく

不必要で した。

訓練の間，送別会その他で同期生とパー

ティーを開いたことが一度ならずあ りまし

た。 もちろんアルコールがふんだんに出さ

れたわけですが，同期生が何人かパーテ ィ

ーの前に私のところに来て
，酔っ払うと正

体がわか らなくなるから，帰 りは車を代わ

って運転 してくれるようにと頼んできまし

た。

これは正直に申し上げることですが，教

会員以外の人で，私 に教会の標準を捨て る

ように誘惑 してきた人はひとりもいません。

そういうことをしたのは，かえって教会員

で教会の戒めを守っていない人たちでした。

私は真理 と義の原則を守ることが祝福 に

つながることを知っています。 自分 自身の

人格 と徳 に重きをおく人は，選ばれた種族

となる栄誉を受け，特異でしかも高貴な民

として知 られるようになるで しょう。私は，

まわりにいる若人の皆さんが 「堅物」であ

ることを願 っています。「堅物」であればこ

そ堅 固な土台が築けるからです。

31



コーデ イ}の 夢
リチャー ド・M・ ロ ムニー

難雛 嚢羅翻

騨麟
.鍵1翻
難 、

講

羅

識

ぼ コヒ

難 羅

》瀕聾盤
騨欝

麗 難
1.

一蝦
藻

剣

鵬 彦

塁総

霧鞭覇 総耀 盤盤塁畑 騨}』 凶　

無



堅

一ディー ・カーが宇宙飛行士への夢

コ を、薗こ描 し、たのは
，わずか4歳 の頃

です。什分の一 を入れる貯金箱は宇宙船の

形をしていて，お金を入れ ると電気がっ く

しかけになっていました。 ちょうどロケ ッ

トが発射する時のようです。学校 に行 くよ

うになると，友達はコーディーがそんな途

方 もない夢 を抱 いていることを馬鹿にしま

したが，コーディーは真剣でした。 当時は

宇宙飛行計画がまだ始まったばかりの頃で，

ロケッ トの打ち上げがあると，一部始終 も

らすまいとしてラジオに釘づけになるほ ど

でした。

当然のことですが，コーディーは天文学

にも関心を抱くようにな りました。 ク リス

マスプレゼン トに望遠鏡をもらうと，朝の

3時 か4時 に起きて，星を眺めていました。

「夜の空は本当にきれいです。宇宙はすべ

て神が創造 されたものですが， 未知の部分

がたくさんあります。私は， どこか未開の

地があったら探検 したい と思 うのですが，

残っているところと言ったら宇宙だけなん

です。宇宙に行 くには宇宙飛行士 になるし

かないでしょう。」彼はそう語 りました。

コーデ ィーは，科学や電子工学のクラス

を取れるだけ取 りました。「私 は電子 工学

は宇宙探検 に別に関係ないと思っていたの

ですが，父の勧 めでクラスを取ることにし

ました。実 におもしろい学問ですね。」彼は

州の電子工学コンテス トで優勝 しま した。

宇宙飛行士になる 目標のひとつに，空軍

士官候補生になることがあ りました。高校

に進学すると， 彼は両親やカウ ンセラーと

そのことについて相談し，またよく祈 りま

した。 コーディーには人生を貫 く目標が3

つ あ りました。 まず，天父が授けた もうた

戒めをすべて守ること，第2に フルタイム

の伝道に出ること，そして最後に神殿で結

婚することです。2番 目の 目標について，

彼はこう語っています。「伝 道に 出ること

についてはしょっちゅう話し合っていたの

で， もう出るのが当然のようで した。」

この3つ の目標 について， コーデ ィーは

さらにこう語 っています。「毎晩寝 る前 に

父と母がベッ ドのところに来て，私たち一

人一人に 『入生で何を得たいか，何をした

いか， どんな人物にな りたいか』と聞くん

です。 この 目標設定の機会は，私の人生の

苺
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歩みを正 しい方向に導 く上 でどんなに役立

ったか分か りません。私の答えは，いつ も

前に述べた3つ の目標で した。 もちろん宇

宙飛行士 になる夢 について話 したこともあ

りましたが，それで も3つ の目標は必ず入

れていました。そして，その目標を達成す

るために何をしなければならないか，また

問題点は何かなども話し合いました。」

しかし， 目標の中にどうしても対立する

ものがあ りました。伝道に出るとなると，

士官学校を1年 で退学 しなければな りませ

ん。伝道のための休学などというものはな

いか らです。そして， もし退学 したら，復

学は不可能でしょう。全部初めからやり直

せばいいわけですが，かなりの狭き門です

から，チャンスはほとん どありません。

コーディーはとにか く準備を続けました。

毎晩6～8キ ロ走って体力作 りをし，大学

の試験も受けました。 また面接を受けて，

幹部候補生としての適性評価の機会 も得 ま

した。

士官学校での最初の年は，伝道の召 しを

ただ待つだけでした。 その時の ことをこう

述懐 しています。「つ らかったですね。4カ

月程過 ぎた頃， これが 自分が望んだことな

のだろうかと思いましてね。 でも，聖霊を

通して得た答えが心 に浮かんできました。

自分はキンボール大管長の指示通 りのこと

を，適切 な時期に適切な順序で行なってい

る。そう感じました。そしてよく祈って，

計画 をぞのまま遂行しようと決意 したんで

す。」

こうして1年 が過ぎ，コーデ ィーは伝道

への決意を固めていきました。士官学校で
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1年 間血のにじむような努力をして， しか

もそれを捨てて しまわなければならない。

それはどれだけ勇気のいることでしょうか。

それ に，学校 をやめるということは，子供

の頃からの夢だった宇宙飛行士への道をも

閉ざしてしまうことになるのです。「でも私

はもう8年 も前からやめると決心 していま

した。苦しいことは苦 しかったですが，迷

いはなかったですね。」

3月 の休みの時， コーディーは監督 とス

テーキ部長から伝道の面接を受けました。

そしてその年の夏の終わ り，学校での特別

訓練を終えた後で，退学届けを出しました。

退学希望者はすべて面接を受けることにな

っていて， コーディーは何人ものカウンセ

ラーや士官と会って話をしました。 その時

の様子 をこう語っています。「初めは皆，真

意をはか りかねるといった様子でした。で

も退学の本当の理由が分かると，態度が一

変しました。彼 ら自身の末 日聖徒の知人の

名前を挙げてその生活態度 をほめ，私が伝

道が終わ ったら学校 に戻 りたいと言うと，

よいことだと言 ってくれました。驚きで し

た。」 コーディーの退学届けには，伝道とはど

ういうもので，なぜ伝道に出ることを希望

するかが詳 しく記されていました。

退学のための書類 にサインをすることに

なっていたある士官は，彼にこう尋ねまし

た。 「こういった感 じの ものは今 まで読ん

だことがないな。君は本当にこれを信じて

いるのかね。」「その通 りです。」コーデ ィー

は答えました。

コーディーはこう説明しています。「多く

の人は理解できませんね。 でも説明すると



受け入れてくれ ます。彼にとってみれば今

まで考えてもみなかったことなのですか ら

ね。」そして5月 ， コーデ ィー はス イス ・

チューリッヒ伝道部への召しを受け，8月

に宣教師訓練センターに入りました。集 中

学習はお手の ものです。それ に加 えて，彼

は従順になることを学び ま した。 「時間 を

上手 に使 うように気をつけました。犠牲を

払っての伝道ですか らね。」

彼も，初めのうちは復学できないのでは

ないか という思いが何度も頭をかすめま し

た。 しかし，やがてそれ も消え，すべてを

主にゆだねるようになりました。それに伝

道それ自体，いろいろ と大変 です。「最 初

の6，7カ 月間は義務感ですべてをこなし

ていたという感じですね。 その業が大切だ

ということは分かっていたのですが，心か

ら取 り組むという状態ではありませんでし

た。 ところが，ここで学校での経験が役立

ちました。学校ではいつも難しいことばか

りさせ られていましたから， 困難な状況に

は慣れていたんですね。一生懸命努 力し，

毎 日祈 りを続けていくうちに，伝道が義務

か ら喜びへと変わ っていきました。 こうし

てある週突然 目か らウロコが取れたように

目の前が開けて心が穏やかにな り，心か ら

主のために働 きたいという望みがわき上が

ってきました。そして最終的には，たとえ

士官学校に復学できなくとも，伝道は 自分

にとって十分価値 のあるものだったんだと

思うようになったのです。」

それからしばらくして，候補生でコーデ

ィーと同じように退学 して伝道に出たテッ

ド・パーソンズが復学を認められたとの知
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らせが， コーディーのもとに届きました。

コーディーに も復学の可能性が出てきたわ

けです。

伝道を終えて，コーデ ィーは合衆国軍事

任官試験を受けました。「伝 道部長が祝福

をしてくれました。伝道を立派に終えた今，

必要なことをすべて行なえるように主が助

けて下さるという祝福でした。」

祝福を受けた少し後で，コーデ ィーは自

転車 に乗 っていてほかの 自転車 と正面衝突

し，ハン ドルレバーで鼻を強打しました。

その時のことをこう語 って います。「士官

学校 の入学資格は厳格ですか らね。 あのよ

うな勢いの打撲ですと，普通はパ イロット

の試験 にパスできなくなるんです。 目や額

はもちろんですが，歯を打っていて もだめ

だったで しょうね。」コーディーは主のみ守

りがあったことを確信しています。

試験の結果は上 々で した。最初に受けた

時よりも点数がいいのです。 試験の内容が

前回よ りも難しかったので，その分 コーデ

ィーは優位に立ちました。

「とにかくやることはすべてや りました。

自分で しなければならないことはすべてし

たわけです。あとは主 にお任せするだけで

した。」

コーデ ィーの信仰は報われ ました。 スイ

スの伝道部を離れて2週 間後，そして退学

してから2年 後に，コrデ ィーは再び同じ

合衆国空軍士官学校 に入学することができ

たのです。後の宇宙飛行士への夢は着々と

実現 しつつあ ります。戒めを守り，.伝道に

出，神殿で結婚するという3つ の 目標 と共

に。
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一 ・ファース トワー ド部のロー リー ・スピ

rリ ーはこう語 って い ます。 「初め てマー

ケ ットヘ案内した時のことを，今でもはっ

きり覚えてます。、ζ・たりで笑ってばか りい

たんですよ。」

難民家族の世話にあたって， 多くの若い

女性が協力しました。家族 のために適当な

住居を捜 し，衣類や寝具を集め，子供たち

の入学手続きを し，小さな家族を街へ案 内

しました。

「言葉は通じなくても，感謝の気持ちが

伝わってきました」 とロー リーは話 してい

ます。

リバーサイ ドステーキ部の少女たちは，

奉仕の喜 びを味わいました。 しか もそれば

か りでな く，奉仕活動 として始めたことが，

友達同士の思いやりや助け合いという絆を

生みだしたのです。

この喜びにあふれる奉仕は，ソル トレー

ク ・バレーの12の ステーキ部 において，い

ろいろな形で繰 り返 し行なわれました。 そ

してその成果が，若い女性の創設112周 年

を祝 う席上で，歴代の若 い女性中央管理役

員に紹介されました。そうした奉仕活動 は，

心身に障害のある子供の世話から地域杜会

の老人の世話にまで及んでいました。

ソル トレーク ・イースト ・ミルク リーク

第4ワ ー ド部の少女たちは，キャンディー
ぴん

の瓶を使った奉仕 活動 を計画 しま した。

毎週その瓶の中に，1週 間に行なった奉仕

の数だけキャンディーを入れていっ.たので

す。キャンディーを入れ るたびに，少女 た

ちの心 には奉仕 の喜び がわ き上がってき

ました。やがて瓶 が一杯 になると，特に選

んだ家族 にその瓶をプ レゼントしました。

聖徒の道/1983年3月 号

もちろん，一つ一つのキャンディーが愛あ

る行ないを表わ していることを説明しなが

らです。

ソル トレーク ・ハラデ ィーステーキ部で

は，心身に障害のある青少年のための奉仕

活動 を行 ないました。第11ワ ー ド部のスザ

ンヌ ・ハー ドマンはこう語 っています。「若

い女性のクラスを教えるのを手伝 いました。

障害を持つ女の子たちが，いつも大喜びで

迎えてくれました。みんな素晴らしい人たち

です。だれでも一緒にいたいと思いますよ。」

ハラディーステーキ部の多くの若い女性たち

は，身障者への奉仕 をそれからも続けまし

た。

障害を持つ子供のための初等協会では，

子供 と一対一で接する必要があ りました。

第1ワ ー ド部のキャリー ・二一ルソンは言

いました。・「行 くのが とて も楽 しみ。何 の

不安 もないし， 自分が必要とされているこ

とが分かるもの。 こちらの方が奉仕を受け

ているような気がしてくるわ。」

地域に住む年老いた会員のために奉仕 を

行なっているステーキ部 も幾つかあ・ります。

ソル トレーク ・ハラディー ・ノースステー

キ部では，若い女性 が各々ひ とりの 「おじ

いさん」か 「おばあさん」 を対象に1年 の

間，奉仕しました。 交替で送 り迎 えや，家

の掃除をしました。 その上，お年寄 りの個

人の歴史をテープ レコーダーに録音 し，そ

れを筆記 し，保存用にタイプ しました。そ

して出来上が った記録を，それぞれの子供

さんに配る部数 も含めて，差し上 げたので

す。

ユタ州 オグデンのステーキ部で行なわれ

た奉仕活動は，ク リスマスの期間にソル ト
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レーク ・シテ ィーのテンプルスクウ ェアを

訪れた何千 人もの人々を楽しませただけで

なく， イスラエルの多くの子供たちを喜ば

せました。若い女性 が世界中の国々の民族

衣装を付けたぬいぐるみ人形を作り， テン

プルスクウェアの南と北にある訪問者セン

ターのクリスマスツ リーに，幅の広い赤 い

リボンで飾ったのです。 少女たちは， 自分

の作る人形の国について調べ，できるだけ

実物に近い衣装にしようと努力しました。

それから自分の名前 と住所を記したメッセ

ージを人形に付けました。

クリスマスが終わると， 人形はイスラエ

ルのベツ レヘムに送 られ，アラブ人の孤 児

たちにプ レゼ ントされました。眼鏡 をかけ

たイクラスという名前の女の子が，最初 の

人形を受け取 りました。その子は新 しい人

形を一 日中離さず，遊、ζミ時も，食べる時 も，

寝る時も，いつも人形と一緒で した。

ソル トレーク ・キ ャノンステーキ部の ド

ナ リン ・ルイスは，奉仕をすると何 とも言

えないよい気持ちになることに気づ きまし

た。 ワー ド部のお年寄 りのお世話をした後

で，ドナリrンはこう語りま した。「あの方た

ちのお陰で， 自分がかけがえのない存在で

あると感 じて います。」 また，ソル トレー

ク ・ハラディーステーキ部のカーラ ・ネル

セ ンは，奉仕 のもたらす深遠で尽きること

のない影響力を見いだして，次のように言

いました。「人を愛するには，まずその人を

知る必要があるわ。」

奉仕は，ギブ ・アンド ・テイクの法則に

そぐわないものです。奉仕を受ける人にも，

奉仕 をする人にも，同じように祝福が与 え

られるからです。両者に奉仕 の喜びがもた

38

らされるのです。それによって，困ってい

る人々の心は満たされ，与える人 々は満足

感を覚えるのです。皆さんも奉仕の喜びを

味わって下さい。

孚孚摯孚奪孚孚摩奪働撃働撃奪孚

皆さんのクラスや定員会， ステーキ部，

地方部の青少年 は，あるいは皆さん方自身

は，隣人に対 してどのような奉仕 を行なっ

ているで しょうか。私 たちは世界中の青少

年が行なっている奉仕活動の 中か.ら，幾つ

か代表的なものを取 り上げて紹介していき

たいと思います。 そこでぜひとも皆さんの

ご協力をお願いします。地域社会や病院，

孤児院における奉仕， 恵まれない人々に対

する奉仕， そのほか どの ような ものであれ，

地元のグループが奉仕活動を行なっていま

したら， どうかその記事をお寄せ下さい。

写真 もあれば(白 黒が望ましい)添 えて下

さい。特に，奉仕 を行 なった人と受けた人

の感想や反応などを交えた，詳 しい記事を

お待ちしています。末 日聖徒 イエス ・キリ

ス ト教会資材管理部翻訳課(〒106東 京 都

港区南麻布5-10-30)宛 に，1983年6月30

日までにお送 り下さい。

原稿は楷書で書き， それぞれの写真の裏

には，返送先の住所 と氏名を(読 みやすい

文字で)書 いた紙をテープかの りで留めて

下さい。また写真には番号をふ り，別紙 に

各々の写真の番号とその説明書き，および

写っている人々の氏名などを一覧表 にまと

めて下さい。(注 意 ：写真の裏 にボールペ ン

や鉛筆で字を書くと，表 に写って写真を傷

つけることがあ りますので，ご注意下 さい)
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とき かあ じょうぴ

る時お田さんが,｢お たん生日

あ のパ ーティー を しま しょう。
とも

お友だちをよびなさいな｣と いいま
にん

した。わたしは,8人 よぶことにし
がつ こう い

ました。でも,学 校に行ってクラス
とも かお み

のお友だちの顔を見ると,み んなよ

びたくなってしまいました。それで,
かあ なに

お田さんには何もいわずに,み んな

よんでしまいました。パーティーの
ひ たい にん

日は大へんでした。8人 どころか44
にん き

人も来てしまったのですから。でも,
かあ.ち い

お田さんはニコニコしながら,小 さ

なカップケーキをどんどんやいてく

れました。こんなことになったら,
か あ

ふつうのお田さんなら,き っとあわ

麟麟麟愚㊧㊧㊧㊧愚愚㊧轡

ててしまうでしょう。
かあ たいせつ

お母さんは,は たらくことの大切
お し い え

さを教えてくれました。わたしの家
なに

では,み んなが何かのせきにんをも
まい ど ぴ

っていて,毎 しゆう土よう日にする

ことになっていました。それがおわ

ったら,あ そびにいってもいいので

す。みんな,ゆ かみがきとか,せ ん

たくとか,ふ きそうじをしました。
かあ

お田さんは,わ たしたちのすること
なん

なら何でもゲームにしてしまいまし
とき'た

。.たとえば,お さらをあらう時に
ひ と み た

は,お さらをおぼれている人に見立
ひと かんが

てて,そ の人をすくうゲームを考え
かあ いっ

たりしました。お田さんと一しょに
たの

いるのは楽 しいことでした。どんな
たの お し

ことでも楽 しくやることを教えてく

れたからです。

し まい かあ たの

スミス姉妹は,お 母さんや楽しい
か ひと

家ぞくの人たちについて,い ろいろ
はな

なことを話 してくださいました。ス
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ひ たの か

まりました。その日の楽しさ,家 ぞ
なか とき き

くの中にいる時のやすらいだ気もち

を,わ たしはまだおぼえています。
ひ

わたしのバプテスマの日のことも
はなし かあ くるま

お話しましょう。お田さんは,車 を
て

とめるところをさがすのに手まどっ

てしまい,わ たしにテンプルスクウ

ェアのソルトレーク･タ バナクルに

ひとりで行くようにいいました。わ
はい

たしがタバナクルに入っていくと,
し まい

姉妹たちがまっていて,バ プテスマ
て

のしたくを手つだってくれました。
はい

わたしはバプテスマのへやへ入って
かあ

いき,い すにこ しかけま した。お任}

き

さんは,な かなか来ませんでした。

わたしはそわそわしてきて,と ても

すわってなどいられませんでした。
かんが

やっと考えついたことといったら,
かあ はや き

ただお田さんが早く来てくれますよ

うにと,お いのりすることだけでし
かあ

た。おいのりをしていると,お 田さ
はい

んが入ってきました。

もうひ とつ,お いのりのことで,

おとうと

わすれられないことがあります。弟

が,お できでひどくくるしんでいま
しゅ

した。お いしゃさん は,手 じゅつを

しな ければ いけな いといいま した。

それから,ホ ーム･テ ィーチ ャーが
き とう い っ おとうと

来て,お 父さん と一 しょに,弟 を し
っ ぎ ひ

ゆ くふく しました。す ると,次 の日
い ち ど

おいしゃさんがもう一度しんさつを

して,お できがなくなっているとい

いました。

し まい かい

スミス姉妹は,し よとうきよう会
にち が っこう はな

や日よう学校のことも話してくださ

いました。

とき ふんはん はなし

ある時,わ たしは2分 半のお話の

せきにんをもらいました。わたしは
お も

とてもじょうずにできたと思いまし
きょうだい

た。でも,あ る兄弟がこういいまし

た。｢わたしは,と ってもがっかりし

ましたよ。｣わたしはきげんをわるく

●●o●o㊤ ③③㊤㊧㊧㊧㊧麟㊧㊧㊧愚愚馨馨㊤愚⑱㊧轡
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そ と

〔コフィーがまどの外のほこり

ト っぽいじゃり造搬 翫
め

目がさめた。あたい は,と びおきて,

さっとまどを あけた。
うま

｢お はよう,お じいちゃん馬のト

熱 陰 難唾
曽と ヒぬマロ

,馬'畿 熟 醜

ロ フ ィー 。｣
ぎゆう

トロフィーは,牛 にゅうはいたつ
うま

のグリンウェイさんの馬だ。あたい
は

は,ま どにたれさがったブドウの葉
ば しゃ み

っぱをかきわけて,馬 車が見えなく
み

なるまで見おくっていた。
うま かみ うつく

馬って,神 さまがっくった美 しい
どうぶつ おも

動物だな って,あ た いは思 った。

熱縄 蕪

,

藁
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はい あたま

入 った。 トロフィーは,頭 をふ りふ
な

り,は なを鳴ら して,あ た いにあ い
むぎ

さつした。あたいは,カ ラ ス麦 をつ
くち も

かんで,ト ロフ ィーの □も とへ持 っ

ていってやった。それか ら,ど う し
じ ぷん

てそんなことをしたのか,自 分でも

わからないのだけれど,あ たいは,
あ

さっとスカートをたくし上げると,
ぎ

かべのよこ木にのぼって,ト ロフィ
て

一をよんだ。そ して,ふ るえる手で
あし

トロフィーのたてがみをつかみ,足
あ なか

をふ り上 げて,せqコ にまたがった。
たか

ずいぶん高いところへのぼったよう
き あたま

な気が した。 トロフィーは,頭 をめ
み

ぐらしてあたいを見た。それから,
うま ご や と

馬小屋の戸をおしあけた。あたいは,
た

しっかりと手つなをにぎって,あ っ
あ る

ぢへこっちへとトロフィーを歩かせ

た。かんげきで,む ねがいっぱいだ

つた。

それはたしかに,う そをついたの
おな

と同じことだった。でも,そ れから
うま

はチャンスさえあれば,あ たいは馬
ご や い

小屋へ行った。そして,だ れもいな
とき み

い時を見はからってはトロフィーに

のった。
しゅうかん かあ

それから2週 間くらいたって,田

46

いつ

さんと一 しょにジャムをびんづめに
とき ほう

していた時のことだった。なやの方
こえ

から,｢ウ ワーッ｣と いう さけび声が
き かあ

聞こえた。田さんは,あ わてふため
て はし

いて,エ プロンで手をふきながら走
か あ あと

っていった。あたいも,田 さんの後
はし と なか

から走った。なやの戸をあけて,中
とう

へかけこむと,父 さんがゆかにたお
とう

れていた。父さんのあしがね じれて,
か らだ した か あ とう

体の下になっていた。田さんは父さ
あたま うえ あ

んの頭をひざの上にだき上げた。
い しゃ はや

｢お い,医 者をよんでくれ,早 く。｣
か あ て じ ぶん

田さんは,ふ るえる手で自分のの

どをおさえながらいった。｢ジエシカ,
い

行 ってちょうだい,お ねがい。｣
そ と だ こえ

あたいは外にとび出して,声 をは

りあげてたすけをよんだ。でも,だ
き いち

れも来てくれなかった。あたいは一
も く うま ご

目さんに,グ1リ ンウエイさんの馬小
や は し いえ

屋へ走った。グリンウエイさんの家
と

につくと,ド ンドン戸をたたいた。
で き

でも,だ れも出て来てくれなかった。
うま ご や はし

あたいは,い そいで馬小屋に走って
なか

いき,ト ロフィーのせ中にまたがっ
せ んせい いえ

た。そ して,ク 〔コーラー先生の家へ
は し

とトロフィー を走 らせた。
せんせい いえ

クローラー先生の家につくと,あ
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み

いを見た。そ して,ベ ッドのわ きを
き

たたきなが ら,こ ういった。｢来 てく

れてうれ しいよ,ジ エ シカ。わた し
まえ はな とう

も,お 前に話 したかったんだ。｣父 さ
おお

んは,大 きくりょううでをひろげた。
なか とう

あたいはその中にとびこんで,父 さ
かお

んのかた に顔 をうめた。｢ト ロフィー
せんせ い い

にのって,先 生のところへ行ってく
し

れたことは,知 っているよ。わ たし

を,ゆ る してくれるかね。｣
か お あ

あたいはびっくりして,顔 を上げ
とう み

て父さん を見た。｢ゆ るす って,あ た
とう

いが?父 さん。｣
とう

｢がんこな父さんを,ゆ るしてお
とう

くれ。｣父 さんは,あ た いをしっかり
こえ

とうでにだいて,し ずかな声でこう
とう け

いった。父さんのいきが,か みの毛
とお みみ はい

を通して耳に入ってきた。｢うちでも
うま か

馬を買うつもりなんだよ,ジ エシカ。
か おも

スティーブンに買ってやろうと思っ
ば しゃ

ていたんだ。それ から,馬 車 もな。
ふ こうへ い うま

だが,わ たしが不公平だったよ。馬
まえ

は,お 前とスティーブンとでおつか
かあ

い。それから,田 さんがようふくを
か とき

買いにいく時にはついていって,じ
ば か

よう馬ズボンを買うといいよ。｣
ば か

｢じょう馬ズボンを?買 っても

48

いいの。｣あ たいは,う れ しくな って

い った。
ば

｢そ うだ ,じ よう馬ズボ ンだ よ。｣
とう かお

父さんの顔だって,か がやいていた。
とう

父さんは,き びしいけれど,も の
こうへい ひと

わかりのいい,公 平な入だ。いつだ
ひ と にんげん

って,人 にしんらいされる人間にな
お し とう

れって,教 えてくれる。あたいが父

さんにかくれて,わ るいことをして
はな

いたことを話 したって,ち ゃんとあ
はなし き とう

たいの話を聞いてくれた。父さんは

もうそのことでおこったりはしない。

あたいを,ゆ るしてくれたんだ。
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世
界
初
の
人
工
心
臓
移
植
は

錘
的
経
験
で
あ
っ
た

レ執刀責任者てあるウィ リ

アム･C･ト フ リース博士

と移植手術を受けたハー

ニー･ク ラーク博士

穐､㍉瓢

･攣

編

Ψ
磁
講
灘

1騨､聴 聾

垂1翼i

1灘

愚

糖 麟,

謹

翻

囲
年の暮れ(12月2日),米 ユ タ大学医

学セ ンターて行なわれた世界初の恒

久利用型人工心臓移植手術て,ふ たりの教

会員が医学史上劇 的な役割を演じた。

執刀責任者てあるウィリアム･C･ト ブ リ

ース博士(38歳)と 移植手術を受けた元歯科

医,ハ ーニー･ク ラーク博士(61歳)て ある。

心臓外科医 トブ リース博士は7時 間にわ

たる手術を終えた後の記者 会見 て,｢手 術

室にいたすべての人にとって霊的な経験て

した。 もしクラーク博士に劇的な処置が取

られていなければ,数 時間以内に息を引き

取っていたてしょう。私たちには,す てに

そのための準備ができていました｣と 語っ

ている。クラーク兄弟の心臓の筋肉は,｢ま

るてティッシュペーパーのように薄かった｣

の てある。

ドブ リース博士 は,い つ も習慣として行

なっているように,こ の大切 な手術に際し,

手術の数時間前に祈 りを捧げ瞑想 している。
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E]
一テン･ハ リスの署名入りの手紙が

,

ユ タ州プロホ市在住の弁護士 ブレン

ト･F･ア シ ュワース兄弟によって所有さ

れていることが明らかになった。 この手紙

はモルモ ン経の翻訳の原本である版の見証

者,マ ーテン･ハ リスの証を立証するもの

てある。

マーテン･ハ リスの息子マーテン･ハ リ

ス･ジ ュニアによる肉筆の手紙には,当 時

89歳 に なっていたモルモ ン経の見証者マー

テン･ハ リスによる署名がある。 この手紙

は1873年1月13日,ユ タ州 キャッシュ･カ

ウンティの スミスフィール トて,ブ リガム･

ヤ ング大管長の義理 の息子てあるウォルタ

ー･コ ンラッ ドにあてて書かれたものて
,

内容は次の通 りてある。

ス ミス フ ィー ル ト

キ ャ ッ シ ュ･カ ウ ン テ ィ,ユ タ

1873年1月13日

罵
瀞

華 ㌧響
町》

毒

繍

灘
慧戦

が ゆ ノ しア 　 り　

噸 輸! ､配

。 潔 ご

･園 ㌧三 ､

㌧二蕪 妻
ま か

惣.

鱒 穿

･毒 マ
麟麟 乃み
1辱

㍉鐸 熱

噛 新 艶

働

欝

t

ウォルター･コ ンラッ ド兄弟

拝啓 兄弟のお手紙 を大変 ありがた く

頂戴致 しました。今,喜 びを もってこのご

返事 をしたためてお ります。モルモン経に

よる影響が広まりつつあることを耳にする

のは本当に喜 ばしいことです。 そして上述

の本 について,兄 弟が私 の証を述べるよう

▲ モ ル モ ン経 の 真 実 な こ と を証 した3人 の見

証 者 の ひ と りマ ー テ ン･ハ リス(1783-1875)

切望 なさいましたので,こ こに慎んて申し

上げます。私がその古代の記録を現わ して

下さるよう主にお祈 りしていました ところ,

聖 なる天使が 目の前に現われました。 そし

てそのお方の前にあるテーブルの上には,

聖 なるもの,つ まりウリムと トミム,そ の

他ニーフ ァイの民の古代の遺物 が置かれて

いました。天使 はその版をお取 りになり,
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国
る1月14日,十 二使徒定員会会買 リ

グラン ド･リ チャーズ長老の葬儀 が,

ソル トレーク･タ バナクルで行 なわれた。

リチャーズ長老は1月11日 に令嬢宅 で息を

引き取 られたが,そ れは2月7日 の97歳 の

誕生 日を迎える直前の出来事であった。

葬儀にはスペ ンサー･W･キ ンボール大

管長も出席 し,秘 書のヘイコ ック兄弟がメ

ッセージを代読 した。タバナクルを埋めた

何千人もの人々は,最 長老の教会幹部 とし

て長い間重責 を果たしてきた リチャーズ長

老に深い感謝の念を寄せた。

パッカー長老はこう述べている。｢私 たち

はこの愛すべき人の目を通 して,教 会の歩

みを見る思いが します。 リチャーズ長老は

ジョン･テ イラー大管長の時代 に生まれ,

7歳 の時にソル トレーク神殿の献堂式に出

席されました。.長老は当時の模様を実に鮮

明に記憶 しておられ ました。 またスノー大

管長がセン トジョージで什分の一に関する

啓示 を受けた時は,14歳 で した。｣

キ ンボール大管長は弔辞の中で リチャー.
たた

ズ長老をこう称えた。｢彼 の心 の底から湧き

上がってくるメッセージはいつ も機智 と知

恵1こあふれたもので,私 たちに勇気 を与 え

ずにはおかないものでした。 その力強いメ

ッセージは,'常 に最 も適切 な聖 句によって

裏打 ちされ,泉 のごとく湧き出る証 はとど

まるところを知 りませんでした。全末 日聖

徒にとって,リ チャーズ兄弟は,希 望 と真

理と義の錨でした。｣

最 後に リチャーズ長老のご子息であるラ

モン ト･.リ チ ャーズ兄弟が,リ チャーズ長

老の証を引用した。｢私 は全身全霊を通 して

この業が神の業であ り,ヒ永遠の父なる神が

この業の行 く末 を定 めておられることを証

します。 この教会は私たちの主 であるキ リ

ス トをかしら石 に,使 徒 と予言者 という土

台の上に建てられたものです。主は今 日こ

の教会を導いておられ,そ れは予言者たち

が宣言したように主が天 の雲に乗って,降

臨されるまで続 く.でしょう。 この証 をイエ

ス･キ リス トのみ名 によって申し上 げます。

アーメン。｣
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購 鍵懸鰻顯繋鱗撒鍛羅顯製難懸懸難
本当の意義を知 ってもらおうと始められた

この ミュー ジカルも2回 目を迎え,今 年 は

札幌,旭 川の2会 場での公演とな りました。

宣教師と会員が同じ目的に向けて一体 と

なり,練 習 も2カ 月前から始められました。

その間,脚 本にも何度か手が加えられ,い

ろいろな面で多くの方々の献身的な働きと

犠牲がありました。特に初めての試みであ

った旭川への移動公演の際には,地 元旭川

の会員の皆様が快 く協力を申し出て下さ り,

旭 川でのキャス ト･ス タッフ探 し,会 場 の

準備,宣 伝ポスター作 り,札 幌 よりのスタ

ッフの宿泊の手配など細かい心配 りのお陰

で,当 初困難に思えた計画 もスムーズに運

ぶことができました。

12月10日 当 日には,会 場 となった旭川市

民文化会館 において,午 後6時30分 よ り若

さあふれるステージが披露され ました。会

場には招待 した福祉施設,母 子家庭の子供

たちを交え900余 名の観客が集 まり,共 に

楽 しいひと時を過ごしました。翌朝の北海

道新聞朝刊 にはその模様が紹介され,多 く

の人々に公演の楽しさを知 っていただけま

した。何よりも福音の持つ素晴 らしさ,ま

たそれを自らの生活の糧 として生きる喜び

をこのプログラムの一端 を通して感じるこ

とができました。

12月15日(水)に 行なわれた札幌での公演

(会場:札 幌市教育文化会館大ホール,収

容人員1,100名)で も,会 場 を一杯 に埋 め

尽 くした人々か ら盛んな拍手を受 けていま

した。(レポーター:札 幌伝道部宣教師･折

田修長老)

は 今,小 学校 の3年 生 で す。

私 この前 勇者 のク ラスで,2マ
イル行 くこ とにつ いて習 いま した。

2マ イル行 くことは,進 んで仕事 を

す るこ とで す。 たのまれ たこ とだけ

仕事 をす るのは1マ イル です。天 の

お 父様やみ んなか らよ ろこばれ るた

め には,ど んな仕事 があ るか考 えて

み ま した。

私 には兄 とふ た りの姉 と弟が いま

す。 みん な家 の 中で.する 自分 の仕事

が あ ります。 お兄 ち ゃん は力の.いる

仕事 や,お 父さんが す る草取 りや し

ばか りの助手 を します。弟 も手伝 い

ます。 私た ちはお母 さん の手伝 いを

します。食.事の じ ゅんび やあ とか た

づ け,洗 たく物 の おかた づけや その

ほか にた くさん あ ります。

毎 日す るこ とは 夕食の あ とか たづ

け です。､上 のおね えち ゃんは食器 を

洗 し～ます。二 番 目のおね えち ゃんは

ふ く係 です。私 は全部 それ をか たづ

け ます。 だれ かひ と りで もな まける

と台所はいつ まで もかたつ かな い し,

仕 事 が先 に進 み ませ ん。

おね､えちゃん たちがテ ス トで た く

さん 勉強 をしなけれ ばい けない時 や,

宿 題 がい っぱいあ る時,私 は 自分か

ら進 んで食器 を洗 った りふ いた りし
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囲
年12月 初め,家 業の写真撮影業 も年

末 で何かとあわただしい時期でした。

早朝,け たたましい電話のベルで 目が覚め

ました。｢三 樹姉妹 ですか。こち らはスナ

ー長老ですが
,今 夜,求 道者の家族のレッ

スンを手伝って下さいませんか。｣

私 はまだ眠たい 目をこす りなが ら,き ょ.

うの予定はどうだったかなあとあわてて考

えました。その 日はPTAの 用 事で一 日中

予定が入っていましたので,夕 方から家を

出て行くのはちょっと無理な状態でした。

｢商売をしているところでは年の瀬 は忙し

いことを,長 老たちにどう説明したらよい

のか しら。 もっと早 く連絡して くれ たら良

かったの に……｣な どとそんな思いが一瞬,

脳裏 をかすめました。が,あ わてて打ち消

すように,｢は い,何 とか して行きます｣と

約束し,求 道者の住所 とお名前を確認しま

した。その方は我が家 と同じく3人 の娘さ

んとの4人 暮らしをしていらっしゃるとの

ことで した。

初めて訪問した時,御 主人がいらっしゃ

らないのでお仕事で帰 りが遅いのですか と

伺いましたら,今 は事情があって離別 して

いらっしゃることや,ふ たりの宣教師が初

めて ドアをノックして入 って来た時のこと

などを話 して下さいました。 その時はまだ

宣教師を受け入れる気持 ちはなく,ド アを

固く閉めて追 い返したそうです。その後い

ろいろな事情で別れることになり,現 在の住

60
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